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平成 29 年８月 29 日 

○○○立  小学校 

保護者の皆さまへ 

東北大学災害科学国際研究所 

所長  今村 文彦 

（公印省略） 

 

「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 

－震災後の肥満とアレルギー疾患への対応－」について 

 

 

 残暑の侯、保護者の皆さまにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。標題調査に

つきまして、以下のように調査を進めて参りたいと思います。趣旨をご理解の上、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

 

記 

 

１ 今年度ご協力いただきたい調査  小児の栄養と運動の改善に関する調査 

 

２ 今年度ご協力いただきたいこと 

① 質問票（２種類）への記入 

② アレルゲン量測定用テープによるダニアレルゲン量の測定（２回） 

③ 環境整備チェックリストへの記入 

④ 栄養指導への参加（希望者のみ） 

 

３ 今回、提出していただくもの 

【同意された方】 同意書、記入済み質問票（２種類）、ダニアレルゲン測定受付用紙、環境整備チェ

ックリスト、アレルゲン量測定用テープ３枚 

【同意されない方】 アレルゲン量測定用テープは高価なため、未使用のテープと未記入の書類一式を

回収用封筒に入れて、そのまま学校にご返却ください。 

４ その他  

  ・より健やかな成長をするための助言が目的です。お子さまの状態が健全ではない、という事では決し

てありません。 

  ・研究期間は２年間です。平成 30 年度は、小児のアレルギー疾患の予防・改善に関する調査にご協力を

お願いいたします。２年間で、質問票調査は２回、アレルゲン量測定用テープによる測定は３回お願

いいたします。 

  ・詳しいことは、別紙資料をご覧ください。わからないことや疑問点は、下記までお願いいたします。

（学校の先生へのご質問はお控えください。） 

 

 

 

実務担当：東北大学災害科学国際研究所 栗山 進一 

     東北大学東北メディカル・メガバンク機構 松原 博子 

TEL：０２２－２７４－６０９１  FAX：０２２－７１７－８１０６ 

① 
資料 1 
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説明文書 【概要版】 
 

「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 
―震災後の肥満とアレルギー疾患への対応ー」 ご協力のお願い 

 

１. 背景；東日本大震災後の被災地において未就学児の肥満とアレルギー疾患の増加がみられました。 ⇒詳し

くは「説明文書」の２ページへ 

 

２. 目的：小児肥満とアレルギー疾患の実態調査と効果的な介入方法を検討し、子どもたちが健やかな成長をす

ることを目的としています。 ⇒詳しくは「説明文書」の２ページへ 

 

３. 調査方法；○○○の小学校に在籍するお子さまとその保護者の方々にご協力をお願いしております。学校単

位で、①今年度栄養指導を行うグループと、②今年度環境整備指導を行うグループとに分け、それぞれのグ

ループにあった指導を行います。調査期間は２年間で、来年度は指導内容を替えて実施します。 ⇒詳しくは

「説明文書」の２ページへ 

 

４. この調査に参加することで何がよくなるのでしょうか？ 

質問票に回答することで、これまでの習慣を見直すきっかけとなります。環境整備指導によりアレルギー疾患

の発症を抑制し、症状を改善させることや、栄養指導により肥満の予防・改善が期待されます。 ⇒詳しくは

「説明文書」の３ページへ 

 

５. 調査の個人情報は守られます。調査は研究ですので個人情報を守った上で学会や論文発表に使用されます。 

⇒詳しくは「説明文書」の４ページへ 

 

６. 研究に関する質問や何かお聞きになりたいことがある場合は東北大学 栗山進一、あるいは国立病院機構

埼玉病院 釣木澤尚実までご連絡ください。（学校の先生へのご質問はお控えください。） ⇒連絡先は「説明

文書」の１ページへ 

 

７. 調査に参加いただける場合 

「研究への協力の同意書」 に必要事項の記入をお願いします。 

「質問票」にお答えいただき、「研究への協力の同意書」の１枚目やアレルゲン量測定

用テープなどと一緒に封筒に入れて９月 13 日までに学校にご提出ください。 

 

② 
資料 2 
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○○○内の小学校に在籍する児童の保護者の皆さまへ 

 

「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 

―震災後の肥満とアレルギー疾患への対応―」 

 

ご協力のお願い 
 

説 明 文 書 

 

この研究は、東日本大震災後に関連が認められた被災地の小児肥満とアレルギー疾患の増加につい

て、実態を調査して、改善・抑制することを目的としています。質問票による調査、ダニ･カビなど住居環境の

アレルゲン測定などをさせていただき、その後、改善するための支援をさせていただきます。 

研究への参加はご自由ですが、震災後に増加している被災地の小児肥満とアレルギー疾患という健康

課題へ対応するための研究に、ぜひご協力くださいますようお願い申し上げます。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

この研究についてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。 

 

研究全般に関して 

 住 所：  〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星陵町２−１ 

 機関名： 東北大学災害科学国際研究所 災害公衆衛生学分野 

 電 話：  022-274-6091 

 ＦＡＸ：   022-717-8106 

 研究実施責任者： 栗山 進一 

 

アレルギー疾患に関する調査に関して 

 住 所：  〒351-0102 埼玉県和光市諏訪２−１ 

 機関名： 国立病院機構埼玉病院 呼吸器内科 

 電 話：  048-462-1101 

 ＦＡＸ：   048-464-1138 

 研究実施責任者： 釣木澤 尚実  

③ 
資料 3 
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この文書は、研究の目的、計画、個人情報管理等について説明したものです。研究に

ついてご理解をいただき、協力しても良いと思われた場合には、同意書にご署名をお願

いいたします。 

 

１． 研究の目的・意義 

 

これまでに、東北大学が中心となって実施した「東日本大震災被災地の小児保健に関

する調査研究」におきまして、被災地では、未就学児（調査当時）の肥満の割合が統計

学的に意味をもって増加し、アレルギー疾患では約２倍増加していることが明らかにな

りました。小児肥満に関しては、地震・津波の被害から運動の機会が減少したこと、スト

レスなどの心理的要因による過食が影響したと考えられ、アレルギー疾患の増加に関

しては、避難所や仮設住宅での居住環境が影響した可能性が示唆されました。 

 本研究では、震災後に増加していた小児肥満とアレルギー疾患に対して、実態を調査

するとともに、それぞれの健康問題に効果的な対策を検討して、肥満を改善させる、あ

るいは肥満発症を抑える、既に発症しているアレルギー疾患の症状を改善させる、これ

までに発症していないアレルギー疾患の発症を抑制する、さらに被災地の子どもたちの

健全で健やかな成長・発達を促すことを目標としています。 

 大震災による健康被害が持続しているかもしれない子どもたちに対して、適切な指導

方法を実施して、健やかな成長を促すことは最優先される課題であり、被災地の子ども

たちの健康維持と生活の質の向上に継続的に取り組んでいかなければならないと考え

ております。 

 

２． 研究の方法 

○○○内の小学校に在籍するお子さまとその保護者の方々にご協力をお願いしており

ます。あらかじめ、小学校単位で 2 つのグループに分けさせていただきます。 

グループ①には、今年度は小児の栄養と運動の改善に関する調査（栄養指導）、来年

度は小児のアレルギー疾患の予防・改善に関する調査（環境整備指導）を実施いたしま

す。グループ②には、今年度は小児のアレルギー疾患の予防・改善に関する調査（環

境整備指導）、来年度は小児の栄養と運動の改善に関する調査（栄養指導）を実施い

たします。 

 どちらのグループにもアレルギー疾患の有無や身長・体重、震災の影響に関して質問

票による調査を行います。回答には、およそ１５分程度かかります。また、テガダームと

いうアレルゲン量測定用のテープを寝具に貼付していただき、真菌（カビのことです）や

ダニなどの室内環境調査を行います（別紙説明文書をご参考にしてください）。 

 栄養指導では、食事質問票による調査を行います。回答には、およそ１５分程度かか

ります。食事質問票への回答結果は、個人毎にお返しします。ご希望があれば、管理栄

養士による個人面談も実施します。環境整備指導では、室内環境調査の結果を個人
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毎にお返しします。その後で環境整備指導講習会のご案内をいたします。 

 

 本研究は、東北大学、国立病院機構埼玉病院（以下、埼玉病院）、国立医薬品食品衛

生研究所（以下国衛研）が協力して実施いたします。小児の栄養と運動の改善に関する

調査は、東北大学が主に担当いたします。小児のアレルギー疾患の予防・改善に関す

る調査は、埼玉病院と国衛研が担当いたします。この研究にご協力いただく期間は、同

意をいただきました後、２年間となります。来年度は、グループを入れ替えて実施いたし

ます。研究開始後にグループの変更はできません。ただし、お子さまや保護者の方から

変更のご希望があれば、同意撤回書をもって研究参加を取り消していただき、同意撤

回後につきましては、ご希望するグループ指導への参加について個別に対応させてい

ただきます。 

 本研究は、東北大学大学院医学系研究科倫理委員会と国立病院機構埼玉病院倫理

委員会において審査を受けて承認され、東北大学大学院医学系研究科長と国立病院

機構埼玉病院病院長の許可を受けております。 

 

３． 研究にご協力いただいた皆さまに生じる可能性のある利益および不利益について 

 

 研究参加による利益は、以下が挙げられます。 

 震災後の住環境が、小児のアレルギー疾患の発症に影響を与える要因となり得

るかの検証が行われること。 

 専門家による環境整備指導にアレルギー疾患の発症予防、症状の改善ができる

こと。 

 環境整備指導後には被災地で増加していた小児のアレルギー疾患の有症率が

減少する可能性があること。 

 質問票に回答することで、これまでの習慣を見直すきっかけになり、改善につな

げる可能性があること。 

 管理栄養士による栄養指導を受けることができること。 

 

 研究参加による不利益は、以下が挙げられます。 
 質問票に回答するためや指導に参加するための時間的な拘束が生じること。 
 質問票への回答に伴う精神的負担が生じる可能性があること。 

 

４． 研究参加に係る費用 

 

 研究参加に係る費用をお子さまとご家族のみなさまにご負担いただくことは一切あり

ません。また、この研究にご協力いただくことについての交通費や謝金は支払われませ

んので、あらかじめご了承ください。 

 万が一、参加によって大きな不利益を被った場合（例えば、講習会参加中のけがなど
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の場合）には、必要な治療を施すなど、配慮を持って対応させていただきます。また、研

究参加に伴う精神的負担が生じた場合には心理的サポートを行う体制をとっております。 

 

５． 個人情報の管理方法 

 

 お子さまや保護者の皆さまからいただいた質問票などから得られた情報は、東北大学

災害科学国際研究所において、匿名化処理を行い、個人を特定する情報（氏名、生年

月日、住所等）と容易に結びつけられないように、厳重に保管いたします。 

 ただし、室内環境調査や 1 年後の調査の際などには、一時的に個人情報と追加の情

報などを再び結びつけることをご了承ください。 

 

６． ご参加、同意撤回の自由 

 

 研究に協力するかどうかは、お子さまと保護者の皆さまが自由に決められます。また、

いったん研究協力に同意された場合でも、いつでも取り消すことができますので、ご連

絡ください。その場合は、質問票や環境検体などの情報は、それ以降は研究目的に用

いられることはありません。ただし、誰のものか判らないように匿名化されている場合に

は、廃棄することができません。また、既に研究結果が論文などで公表されていた場合

などは、その結果を廃棄できないことがあります。 

 本研究に参加されない場合や同意を取り消した場合に、お子さまとご家族の皆さまが

不利益な対応を受けることは決してありません。 

 

７． その他 

1)  情報の保管および事業終了後の取り扱いについて 

 皆さまからいただいた情報は、研究の終了後も永年保存し、解析を進めます。また、

本研究で得られた情報を匿名化したうえで、その他の同様な研究で得られた情報と統

合し、将来の保健医療向上のために利用する可能性があることをご了承ください。 

 

2)  研究結果の公開について 

 研究の成果は、学会や学術雑誌およびデータベース上等で公に発表されることがあ

ります。その際は、個人が誰であるかわからないように匿名化いたしたうえで発表いた

します。 

 

3)  研究から生じる知的財産権について 

 この研究結果に基づいて、特許等の知的財産権が生じる可能性がありますが、その

権利は、その研究を行った研究機関や研究従事者などが有することをご了承ください。 
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4)  その他研究全般に関することについて 
 本研究は、平成 28 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金「東日本大震災後

に発生した小児の健康被害への対応に関する研究」研究費で実施いたします。
本研究に係わる研究者の利益相反はございません。 

 ご希望があれば、他の参加者の個人情報の保護や本研究の独創性の確保に支
障をきたさない範囲内で研究計画書の内容をお見せすることができます。 

 

以上、「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究―震災

後の肥満とアレルギー疾患の対応―」について説明をいたしました。研究の内容をご理

解いただき、協力しても良いと思われた場合には、同意書にご署名をお願いいたします。 
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「地しんと つなみの あとに 子どもが  

すくすくと 大きくなるための ちょうさ」 

の 

お話と おねがい 

 

 

 

 

 

 

資料 4 



 

25 
 

１．はじめに 

 これから 「子どもが すくすくと 大きくなること」 についての お話を 

します。 あなたは 今 こんなことは ありませんか? 

 

せきがでる        いきがくるしい       体がかゆい        からだがあかい 

 

 

 

 

食べすぎる      ゆううつだ       うんどうしたくない   ひるまねむい 

 

地しんと つなみの あとに 「子どもの アレルギーの びょう気（ぜんそくや 

アトピーせいひふえん など）や ひまん（ひどく ふとっていること）」 が ふ

えている ことが わかりました。 

 この ちょうさでは あなたの 体の じょうたいに ついて しらべます。 

 おうちの人と しつもんに 答えてもらい アレルギーの びょう気や ひま

んの かのうせい について しらべます。 

 そして すくすくと 大きくなるために くふうが ひつようかを はんだん 

します。 

 ひつような 人には お話を きいてもらったり 生活の くふうを おつた

えして これから ますます すくすくと 大きくなるための お手つだいを 
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します。 

 あなたは おうちの人と そうだんして ちょうさに さんかするか さんか

しないかを きめることが できます。 

もし さんかしなくても あなたと おうちの人が こまったり いやな 気

もちに なるようなことは ありません。 

 

２．どんなことを するの？ 

おうちの人 と しつもんに こたえます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．こんなことが あるかもしれません 

アレルギーの びょう気が あるか ひまんが あるか わかります。 

 

 

 

びょう気が あったとき 早く 見つけることが できる かもしれません。 
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４．しんぱいなことは きいてください 

 お話と おねがいを 読んで わからないこと こまったこと 心ぱいなこと

が あったら いつでも 聞いてください。 

 さんかを きめたあとで 気もちが かわったら 教えてください。 

おうちの人と そうだんして いつでも やめることが できます。 

 さんかを やめても あなたと おうちの人が こまったり いやな 気もち

に なるようなことは ありません。 

 

 

 

わからないこと こまったこと しんぱいなことが あったら いつでも 教え

てください。 

【れんらく先】 

先生が いるところ： 

東北大学
とうほくだいがく

 災害科学国際研究所
さいがいかがくこくさいけんきゅうしょ

 災害公衆衛生学分野
さいがいこうしゅうえいせいがくぶんや

 

じゅうしょ：宮城県
み や ぎ け ん

 仙台市
せ ん だ い し

 青葉区
あ お ば く

 星 陵 町
せいりょうまち

 2-1（でんわ番ごう：022-274-

6091） 

先生の 名まえ：栗山
くりやま

 進一
しんいち

 

 

国立
こくりつ

病 院
びょういん

機構
き こ う

 埼玉
さいたま

病 院
びょういん

 呼吸器
こ き ゅ う き

内科
な い か

 

じゅうしょ：埼玉県
さいたまけん

 和光市
わ こ う し

 諏訪
す わ

 2-1（でんわ番ごう：0４８-４６２-１１０１） 

先生の 名まえ：釣
つり

木澤
き さ わ

 尚
なお

実
み
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「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 
―震災後の肥満とアレルギー疾患への対応―」 

 

研究への協力の同意書 【保護者用控え】 
 

東北大学災害科学国際研究所 所長  今村 文彦 殿  
国立病院機構埼玉病院  病院長  原 彰男 殿 
 

私は、今回の研究（研究課題名：「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究―震災後の

肥満とアレルギー疾患への対応―」について、以下の項目について文書により説明を受け、十分理解しました。 

 

＜説明を受け理解した項目＞ 

1. 研究の目的と意義：本研究は、小児肥満とアレルギー疾患の実態調査と、効果的な介入方法を検討し確立す

ることを目的として行うこと。 

2. 研究への協力は自由意志で行うものであり、協力しない場合でも不利益にならないこと。 

3. 希望すればいつでも研究協力を取り消すことができること。同意撤回の場合、匿名化され誰のものかわからな

くなっている場合やすでに結果が公表された場合を除いて情報は破棄されること。 

4. 研究参加による利益と不利益：研究参加によって生じる不利益は最小限であり、万全の体制を整えていること。 

5. 個人情報が十分に保護されること。 

6. 研究結果は、その結果が誰のものであるかが判らないようにして学術発表する可能性があること。 

7. 研究に要する費用は研究費でまかなわれ、本研究に係る費用の負担はないこと。また、本研究に参加しても

報酬は支払われないこと。 

8. この研究から知的財産権が生じた場合は、あなたには属しないこと。 

9. 研究に関する問い合わせ先 

 

そのうえで、この研究に参加協力することを同意します。 

同意書に記入した日 平成 29 年   月   日 

本人（児童）氏名：    性別： 男 ・女  生年月日：平成  年  月  日生まれ 

小学校名：    学年：    年 

住 所 ：（〒   -    ）         

電話番号：      

保護者署名：    本人（児童）との関係：   

⑤ 
資料 5 
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平成 29 年 12 月 7 日 

保護者の皆さまへ 

東北大学災害科学国際研究所 

栗山 進一 

 

 

「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 

－震災後の肥満とアレルギー疾患への対応－」食事質問票の結果について  

 

 

拝啓 

 師走の候、皆さまにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 先日は食事質問票にご回答いただきありがとうございました。お答えいただいた質問票の内容

をもとに、お子さまの食事・栄養の特徴を取りまとめましたのでお送りいたします。結果をご参考

にしていただき、お子さまの食生活にお役立てください。なおご質問やご不明点がございましたら、

下記までお問い合わせください。 

 末筆ながら、皆さまのご健康をお祈り申し上げます。 

敬具 

 

 

記 

 

【同封書類】 

 食事調査の結果「あなたの食事バランスをチェックしてみました」及び 

「あなたの最近１か月間の食習慣についてお尋ねしました」 
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東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 栗山進一 

 以前
い ぜ ん

より東北
とうほく

地方
ち ほ う

は肥満
ひ ま ん

・過
か

体 重
たいじゅう

が多い
おお

地域
ちいき

でしたが、東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

を経験
けいけん

した子
こ

ど

もにおいて小児
しょうに

肥満
ひ ま ん

が増えて
ふ

いたとの研 究
けんきゅう

報告
ほうこく

があります。子どもでも 偏
かたよ

りのある

食生活
しょくせいかつ

によって、糖 尿 病
とうにょうびょう

や高血圧
こうけつあつ

、高脂
こ う し

血 症
けつしょう

などの生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

を引
ひ

き起
お

こすことが

あります。また子
こ

どもの頃
ころ

の肥満
ひ ま ん

の多く
おお

が大人
お と な

の肥満
ひ ま ん

へ移行
い こ う

するので、今
いま

のうちに過食
かしょく

や

運動
うんどう

不足
ぶ そ く

など生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を見直
み な お

す必要
ひつよう

があります。 

 そこで、食事
しょくじ

や栄養
えいよう

について見直
み な お

すきっかけとして、キッズヘルス栄養
えいよう

教 室
きょうしつ

を開催
かいさい

い

たしますので、是非
ぜひ

ご参加
さんか

ください。  

 

キッズヘルス栄養教室のご案内 

◆ 日にち：平成 30 年 1 月 27 日(土) または 1 月 28 日(日) 
のいずれかの 1 日 

◆ 場 所：中新田公民館 第一研修室 
    電話番号 0229-63-2029  住所：加美郡加美町字一本杉 105 

◆ 時 間：①11 時半 ②１時 ③１時半 ④２時 ⑤２時半 ⑥３時 ⑦３時半 
    のいずれかの時間帯 
   （希望者が多数の場合は日にちを追加することを検討いたしま
    すが、抽選になることもありますので了承ください。） 

◆ 対 象：「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関
   する研究」に参加協力された方で、主にお子さまの食事や栄養
   について相談を希望されるご家族とお子さま 

◆ 費 用：無料 
◆ 内 容：20 分～30 分程度の管理栄養士による個別相談 
◆ 申込み・問い合わせ先：TEL 022-274-6091  FAX 022-717-8106 

東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 (西出宛) 
〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星稜町 2-1 

資料 9 
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※1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回 *1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回   

※3 回 4 回  5 回  6 回   7 回  8 回 9 回 10 回  

 
図１．東日本

ひがしにほん
大震災
だいしんさい

時
じ

に4
４
－5 歳
－ ５ さ い

であった子供
こ ど も

のBMI
Ｂ Ｍ Ｉ

の平均
へいきん

は、震災前より高い 

 

 

 

 

図 2．東日本大震災時に 4－5 歳であった子供の肥満児の割合は、例年より高い 

    
 

図 3．小児肥満は、生涯のけんこうに悪影響を及ぼす可能性があります 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災時に
4-5 歳のグループ 
 
東日本大震災時に
6-7 歳のグループ 

BM
I 

BM
I 

※東日本大震災時に 4－5 歳のグループ、1 回 2008 年 4 月-10 回 2012 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 
※東日本大震災時に 6－7 歳のグループ、1 回 2006 年 4 月-10 回 2010 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 

※東日本大震災時に 4－5 歳のグループ、3 回 2009 年 10
月-10 回 2012 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 
※東日本大震災時に 6－7 歳のグループ、3 回 2007 年 10
月-10 回 2010 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 

東日本大震災 東日本大震災 

東日本大震災 

肥
満
児
の
割
合

 

東 日 本 大 震 災 時 に  
4-5 歳のグループ  
 
東 日 本 大 震 災 時 に  
6-7 歳のグループ 

東日本大震災を経験した幼児(男児・女児共)の震災直後の BMI は、震災前の同年齢期の BMI に比べ高い(1) 

東日本大震災を経験した幼児(男児・女児

共)の震災直後の肥満児の割合は、 震災前

の同年齢期の肥満児の割合に比べ高い(1) 

男児 女児 

東 日 本 大 震 災 時 に  
4-5 歳のグループ 
 
東 日 本 大 震 災 時 に  
6-7 歳のグループ 

 

 

なぜ肥満はいけないの？ なぜ今体重をへらさなければ 
ならないの? 

出典（１）Zheng, W., et al. "Longitudinal changes in body mass 
index of children affected by the Great East Japan 
Earthquake." International Journal of Obesity 41.4 (2017): 
606-612. 
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キッズヘルス栄養教室 参加申込書(加美町)  
 

お子さまの氏名：                        性別： 男・女 

小学校名：                           学年：   年 

保護者さまの氏名：                     

住所： （〒   —    ） 宮城県                     

電話番号：                       

     ※ 携帯番号など、9:00～17:00 の間で必ず連絡が可能な連絡先の記入をお願いします 

 
参加希望日と時間を１つ選び、☑をしてください（第三希望までご記入ください） 
 
 日にち ☐１月 27 日 ☐１月 28 日 

 時間  ☐ 11:30  ☐ 1:00 ☐ 1:30 ☐ 2:00 ☐ 2:30 ☐ 3:00 ☐ 3:30 

 

 日にち ☐１月 27 日 ☐１月 28 日 

 時間  ☐ 11:30  ☐ 1:00 ☐ 1:30 ☐ 2:00 ☐ 2:30 ☐ 3:00 ☐ 3:30 

 

 日にち ☐１月 27 日 ☐１月 28 日 

 時間  ☐ 11:30  ☐ 1:00 ☐ 1:30 ☐ 2:00 ☐ 2:30 ☐ 3:00 ☐ 3:30  

 

 

電話（受付は平日 9 時から 17 時、土日・祝日・年末年始は除く）または参加申込書を 

ご記入の上郵送・FAX でお申し込みください。 

申込み締切日：平成 30 年 1 月 9 日(火)（電話/FAX：17 時 

  

第一希望 

第二希望 

第三希望 

申込み先：東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 (西出宛) 

〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星稜町 2-1 

TEL022-274-6091 FAX022-717-8106 

（ふりがな） （                     ） 

（ふりがな）  (                     ) 
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東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 栗山進一 

 以前
い ぜ ん

より東北
とうほく

地方
ち ほ う

は肥満
ひ ま ん

・過
か

体 重
たいじゅう

が多い
おお

地域
ちいき
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かたよ

りのある食生活
しょくせいかつ

によって、糖 尿 病
とうにょうびょう

や高血圧
こうけつあつ

、高脂
こ う し

血 症
けつしょう

などの生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

を引
ひ
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お

こすことがあります。

また子
こ
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ころ

の肥満
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の多く
おお

が大人
お と な

の肥満
ひ ま ん
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するので、今
いま

のうちに過食
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や運動
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不足
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な

ど生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を見直
み な お

す必要
ひつよう

があります。 

 そこで、食事
しょくじ

や栄養
えいよう

について見直
み な お

すきっかけとして、キッズヘルス栄養
えいよう

教 室
きょうしつ

を開催
かいさい

いた

しますので、是非
ぜひ

ご参加
さんか

ください。 

 

◆ 日にち・場所：(いずれかの日にち・場所をお選びください) 

●平成 30 年 1 月 20 日(土) または 1 月 21 日(日) 
岩沼中央公民館 第 4 会議室 
TEL：0223-23-3450  住所：岩沼市里の杜 1-2-45 

●平成 30 年 2 月 3 日(土) または 2 月 4 日(日) 
玉浦コミュニティーセンター交流室 
TEL：0223-35-7234  住所：岩沼市恵み野 2-3 

◆ 時 間：①10 時 ②11 時 ③12 時 ④1 時 ⑤2 時 ⑥３時 ⑦４時 
   のいずれかの時間帯 
   （希望者が多数の場合は日にちを追加することを検討いたしま
   すが、抽選になることもありますのでご了承ください。） 

◆ 対 象：「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する
   研究」に参加協力された方で、主にお子さまの食事や栄養に
   ついて相談を希望されるご家族とお子さま 

◆ 費 用：無料 
◆ 内 容：20～30 分程度の管理栄養士による個別相談 
◆ 申込み・問い合わせ先：TEL 022-274-6091  FAX 022-717-8106 

東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 (西出宛) 
〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星稜町 2-1 

キッズヘルス栄養教室のご案内 
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※1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回 *1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回   

※3 回 4 回  5 回  6 回   7 回  8 回 9 回 10 回  

図１．東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

時
じ

に4
４
－5 歳
－ ５ さ い

であった子供
こ ど も

のBMI
Ｂ Ｍ Ｉ

の平均
へいきん

は、震災前より高い 

 

 

 

 

図 2．東日本大震災時に 4－5 歳であった子供の肥満児の割合は、例年より高い 

    
 

 

図 3．小児肥満は、生涯のけんこうに悪影響を及ぼす可能性があります 

 

 

 

 

 

  

東日本大震災時に
4-5 歳のグループ 
 
東日本大震災時に
6-7 歳のグループ 

BM
I 

BM
I 

※東日本大震災時に 4－5 歳のグループ、1 回 2008 年 4 月-10 回 2012 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 
※東日本大震災時に 6－7 歳のグループ、1 回 2006 年 4 月-10 回 2010 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 

※東日本大震災時に 4－5 歳のグループ、3 回 2009 年 10
月-10 回 2012 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 
※東日本大震災時に 6－7 歳のグループ、3 回 2007 年 10
月-10 回 2010 年 10 月、年 2 回（4 月と 10 月）に測定 

東日本大震災 東日本大震災 

東日本大震災 

肥
満
児
の
割
合

 

東 日 本 大 震 災 時 に  
4-5 歳のグループ  
 
東 日 本 大 震 災 時 に  
6-7 歳のグループ 

東日本大震災を経験した幼児(男児・女児共)の震災直後の BMI は、震災前の同年齢期の BMI に比べ高い(1) 

東日本大震災を経験した幼児(男児・女児

共)の震災直後の肥満児の割合は、 震災前

の同年齢期の肥満児の割合に比べ高い(1) 

男児 女児 

東 日 本 大 震 災 時 に  
4-5 歳のグループ 
 
東 日 本 大 震 災 時 に  
6-7 歳のグループ 

 

 

なぜ肥満はいけないの？ なぜ今体重をへらさなければ 
ならないの? 

出典（１）Zheng, W., et al. "Longitudinal changes in body mass 
index of children affected by the Great East Japan 
Earthquake." International Journal of Obesity 41.4 (2017): 
606-612. 
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キッズヘルス栄養教室 参加申込書(岩沼市) 
 

お子さまの氏名：                        性別： 男・女 

小学校名：                           学年：   年 

保護者さまの氏名：                     

住所： （〒   —    ） 宮城県                       

電話番号：                       

     ※ 携帯番号など、9:00～17:00 の間で必ず連絡が可能な連絡先の記入をお願いします 

 

 

 
参加希望日と時間を１つ選び、☑をしてください（第三希望までご記入ください） 
 

  日にち ☐１月 20 日 ☐１月 21 日 ☐２月 3 日 ☐２月 4 日 

   時間  ☐１0 時 ☐１1 時 ☐１2 時 ☐１時 ☐２時 ☐３時 ☐４時 

 

  日にち ☐１月 20 日 ☐１月 21 日 ☐2 月 3 日 ☐2 月 4 日 

   時間  ☐１0 時 ☐１1 時 ☐１2 時 ☐１時 ☐２時 ☐３時 ☐４時 

 

  日にち ☐１月 20 日 ☐１月 21 日 ☐2 月 3 日 ☐2 月 4 日 

      時間  ☐１0 時 ☐１1 時 ☐１2 時 ☐１時 ☐２時 ☐３時 ☐４時 

 

電話（受付は平日 9 時から 17 時、土日・祝日・年末年始を除く）または参加申込書を 

ご記入の上郵送・FAX でお申し込みください。 
申込み締切日：平成 30 年 1 月 9 日(火)（電話/FAX：17 時まで、郵送：消印有効） 

 

 
 

 

申込み先：東北大学災害科学国際研究所災害公衆衛生学分野 (西出宛) 

〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星稜町 2-1 

TEL 022-274-6091 FAX 022-717-8106 

第一希望 

第二希望 

第三希望 

（ふりがな） （                     ） 

（ふりがな） （                     ） 
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平成 29 年 12 月 20 日 

保護者の皆さまへ 

東北大学災害科学国際研究所 

栗山 進一 

 

 

「東日本大震災後に発生した小児への健康被害への対応に関する研究 

－震災後の肥満とアレルギー疾患への対応－ 

アレルゲン調査のお願い 

 

拝啓 

 今年も残すところあとわずかとなり、お忙しき日々をお過ごしのことと存じます。皆さまには、標

題研究に格別のご協力をいただき誠にありがとうございます。 

 さて本日は、アレルゲン調査（２回目）のための測定のお願いでございます。 ９月に実施しまし

た時と同様に、同封のテープで測定していただき、３学期の始業式に担任の先生へご提出をお

願いいたします。お忙しいところお手数をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 先日お送りいたしました「お子さまの食事・栄養の特徴」はご覧いただけましたでしょうか。お子

さまの食生活にお役立ていただければ幸いです。また、食事と栄養に関する個人面談「キッズヘ

ルス栄養教室」へのご案内も再度同封いたします。ご参加くださいましたお子さまには、「ウエイト

ファースト」を実践していただくための体重計（下記写真）を配布いたします。皆さまのご参加をお

待ちしております。 

 末筆ながら、ご家族健康で新年を迎えられますようお祈り申し上げます。 

敬具 

記 

 

【同封書類】 

 埼玉病院釣木澤より保護者の皆さまへ（アレルゲン調査の今後のスケジュール） 

 ダニアレルゲンの量を測りましょう（説明文書） 

 ダニアレルゲン測定受付用紙 ＊12 月 29～31 日の間の体重をご記入ください。 

 アレルゲン量測定用テープ（3 枚） 

 「キッズヘルス栄養教室」のご案内、申込書 

 回収用封筒 

 

 

 

 

問い合わせ先： 

 〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 

 東北大学災害科学国際研究所 災害公衆衛生学分野 

          松原 博子   西出 朱美 

 TEL：０２２－２７４－６０９１  FAX：０２２－７１７－８１０６ 
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